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〔大学院文学研究科修士論文〕

「類型」を表す字音形態素
―「～風・式・系」を中心に―

張　　　　　倩
「類型」を表す字音形態素には、「流、系、風、式、派、類」などが挙げられる。
いずれもある事物の「類型」を表すにあたって、他の形態素と結合して語の後接成
分となる接辞的な機能を果たしている。それらは「類型」を表すという点では共通
しているが、それぞれの特徴は、前接成分の意味分野や品詞性によって用法が異な
ると考えられる。本論文ではこれらの字音形態素のうち、「～風・式・系」を中心に、
それぞれの機能について考察することを目的としている。
接辞性字音形態素に関して、これまでに多くの研究がなされてきた。中でも、山
下喜代には、「字音形態素～式の機能」（1997）と「字音形態素～風について」（1998）
があり、「～系」を分析対象とする論考には、小林千草に「『～系』に関する社会言語
学的考察」（1999）がある。ただし、小林の論考は、語構成論の立場からというより
も、社会言語学的な立場から「～系」の運用について論じたものであり、「～系」の
機能そのものを分析の目的としているわけではないが、参考になるところがある。
本論文は、これらの先行研究の成果を踏まえながら、「～風・式・系」の分析を行っ
ている。
本論文は、第 1章で研究の目的と概観を述べ、第 2章で「語とは何か」という問

題を取り上げて、語構成論における字音形態素の先行研究を紹介している。これら
はいわば研究史の検討である。
第 3章から第 5章では、本論文で取り上げる字音形態素のうち、それぞれ、

「～風」「～式」「～系」について論じる各論となっている。ここでは、山下（1997、
1998）を参考にし、「朝日新聞データベース」から抽出した例を対象として、前接語
基の種類、前接語基の意味、品詞性の三つの面から分析を試みた。
結論として、字音形態素「風」は前接語 Xに「様式・雰囲気・感じ」といった意
味を与え、「～らしい」「～のような」といった文法的意味を与えている。「式」につ
いては、「式」が本来持っている「方法・方式」の意味を保存しており、類型や例の
提示という意味があり、前接語 Xには句レベルでの引用も可能であることが特徴
的であることが認められた。これらの分析では、山下（1997、1998）と異なる時期
の新聞資料を用いたものの、山下の研究結果が妥当なものであることが確認でき
た。「系」については、前接語 Xには固有名詞が来ることが多く、後接語 Yの素材
や生地を表わす例も多かった。
第 6章では、「～風・式・系」に共通する機能と意味を記述し、第 7章では、収集
した資料の中で、特に「系」が新奇な用法が目立ち、「カワイイ系」や「さっぱり系」
のように形容詞や副詞が来るような新しい用法も見られ、本来の「所属・系列」の
意味に比べると、意味拡張のはなはだしい字音形態素であるようである。特に
yahooなどのインターネットからは多くの例が収集された。また、「都会派系」のよ
うに「派」と「系」という異なる字音形態素が重ねて用いられる例もあり、「系」はか
なり典型的な用法からはずれている場合があるのが特徴ではないかと考えられる。
このように、現代日本語の新聞やインターネットにみえる字音形態素の用法は、
同じ「類型」を表す意味をもつものであっても、それぞれに特徴があるため、日本
語教育で応用する際には、典型例と新用法を区別していくことも重要であろうと思
われる。
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